
ワークショップ
地域を知ろう！学ぼう！つなが

ろう！

令和６年１月19日（金）

開 催 日 程

地域連携地域連携

東部会場 中部会場

ふ じ の く に 孤 独 孤 立 対 策

ム

西部会場

13：00～16：00

プラサヴェルデ402会議室

令和６年１月12日（金）
13：00～16：00

グランシップ910会議室

令和６年１月9日（火）
13：00～16：00
アクトシティ浜松研修センター
62研修交流室

開催案内

【報告団体】
多文化共生を考える焼津市民の会｢いちご｣
NPO法人丸子まちづくり協議会

【報告団体】
NPO法人サステナブルネット
浅羽・笠原まちづくり協議会生活支援
ネットワーク｢支え愛｣

　孤独・孤立の対策や予防に取り組む民間組織と行政機関との官民連携の強化、民間組織同士の
ネットワーク構築のきっかけとして、県内３地区を会場にワークショップを開催します。きめ細
かなサポート体制づくりに向け、多様な分野の皆様の参加をお待ちしております。

【報告団体】
のびっこクラブみしま
Fujiことはじめ
ダイヤランド暮らしの応援隊（函南町）

SASAERU

参加
無料
要事前申込み

プ ロ グ ラ ム
12：30～受付

13：00　　開　　会
13：05　　基調報告　
13：30　　解　　説　
13：45　　事例報告
14：45　　休　　憩
15：00　　グループワーク
16：00　　閉　　会

プラットフォーム参画団体・地域で活動する団体
行政・社会福祉協議会・NPO・民生委員児童委員　等

対 象

TEL:054-254-5224 Mail:notalone＠shizuoka-wel.jp
静岡県社会福祉協議会権利擁護課・地域福祉課問合せ

※グループワークは、同市町/近隣市町で行いますので、
活動する市町が属する地域の会場へお申込みください。

申込方法は裏面をご覧ください

ラプ ッ ト フ ォ ー

静岡県・静岡県社会福祉協議会（事業受託者）主　催

※予定



参 加 申 込

東部：プラサヴェルデ
（沼津市大手町1 - 1 - 4）

登 壇 者

　５地区8,200世帯21,000人という規模で合意形成を図りながら、地域を挙げた住民主体による生活支援
や、移動支援に取り組んでいる。

お申し込みは下記URLまたはQRを読み込んでく
ださい。

東部会場

申込締切 申込フォーム

会　　場

中部会場

各開催日の５日前まで

のびっこクラブみしま（三島市）

社会学者（犯罪学・刑事政策・評価研究・青少年自立支援）。
静岡県立大学国際関係学部助教授、静岡県立大学国際関係学部准教授などを歴任したのち
に同学部及び静岡県立大学院国際関係学研究科の教授となる。 

ダイヤランド暮らしの応援隊（函南町）

多文化共生を考える焼津市民の会｢いちご｣（焼津市）

NPO法人丸子まちづくり協議会（静岡市）

NPO法人サステナブルネット（浜松市）

浅羽・笠原まちづくり協議会生活支援ネットワーク｢支え愛｣（袋井市）

西部会場

コーディネーター

静岡県立大学　国際関係学部　教授　津富 宏　氏

TEL:054-254-5224 Mail:notalone＠shizuoka-wel.jp
静岡県社会福祉協議会権利擁護課・地域福祉課問合せ

中部：グランシップ
（静岡市駿河区東静岡二丁目3 - 1）

西部：アクトシティ浜松研修交流センター
（浜松市中区中央3 - 9 - 1）

※グループワークは、同市町/近隣市町で行いますので、
活動する市町が属する地域の会場へお申込みください。

https://x.gd/UaBFV

　大学生たちと外国にルーツを持つ子どもたちをつなぎ、無料学習支援教室「のびっこクラブ」と、学校の放
課後などに行う「クラスぽよ」の活動を通して多文化共生社会の実現を目指す。

　市民活動や奉仕活動など、何かを始めたい人や団体をサポートするため、主に富士市内の市民活動団体や個人をつなぐ
ネットワーク（プラットフォーム）を設置。SNSのグループなどでつながっているメンバーは約700名以上。

　町内でも高齢化率が高いダイヤランド地区の住民が、有償ボランティアとして家事のちょっとした困りごと
の解決に向けて支え合っている。

　80を超える各種の地縁組織が連携して「丸子まちづくり協議会」を設置。福祉部会では、高齢者の外出支
援や、日常のちょっとした困りごとの解決のための生活支援活動を行っている。

　日本語や教科学習で困難を抱える外国にルーツを持つ子どもたちの学習サポートを行うとともに、地域との
つながりが少ない子どもたちの絆づくりの居場所となっている。

　共生食堂やフードシェアリング事業を通し、子どもとその世帯の食を支援している。地域の協賛店や専門職
等と連携し、食堂に来られない子どもたちのための支援も行っている。

SASAERUFu j iことはじめ （富士市）

https://shizuoka-wel.form.kintoneapp.com/public/notalone-workshop

